
茨

城

県

に

必

け

る

商

圏

の

変

容

沢

田

清

一
、
は
し
が
き

都
市
の
研
究
に
は
、
都
市
自
体
の
領
域
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
内
部
構
造
や
都
市
の
も
つ
性
格
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
、
都
市

茨城県における商圏の変容

を
地
方
的
な
環
境
の
中
心
点
と
考
え
、
都
市
を
囲
む
周
辺
地
域
と
の
関
連
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
立
場
の
二
つ
が
あ
る
o

都
市
の
機
能

と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
立
場
を
考
え
て
み
る
と
、
前
者
は
機
能
の
発
生
す
る
地
域
の
考
察
で
あ
り
、
後
者
は
機
能
の
及
ぶ
範
囲
の

考
察
で
あ
る
o

こ
の
後
者
の
立
場
に
立
つ
も
の
が
都
市
圏
の
研
究
で
あ
り
、
都
市
の
諸
機
能
の
う
ち
で
、
地
域
住
民
の
求
心
的
な
行
動
と

し
て
典
型
的
な
商
業
サ
ー
ビ
ス
を
指
標
と
し
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
商
圏
の
研
究
で
あ
る
。

商
圏
の
研
究
に
は
、
商
圏
の
地
域
構
造
や
形
成
過
程
な
ど
商
圏
自
体
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
商
圏
の
中
心
地
点
で
あ
る
都
市

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
配
置
関
係
の
法
則
性
を
追
求
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
論
で
も
、
商
圏
の
形
成
過
程
、
す

209 

な
わ
ち
商
圏
の
変
容
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
考
察
し
、
商
圏
の
中
心
点
で
あ
る
都
市
の
配
置
関
係
を
明
白
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
主
な

研
究
目
的
で
あ
る
。
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商
圏
を
研
究
す
る
対
象
地
域
と
し
て
は
、
多
く
の
住
民
が
存
在
し
、
住
民
の
求
心
的
な
行
動
が
自
由
に
と
れ
る
よ
う
な
、
交
通
上
の
障

害
の
少
な
い
広
い
平
地
が
望
ま
し
い
。
と
す
れ
ば
、

わ
が
国
で
は
関
東
平
野
が
適
当
な
研
究
対
象
地
域
と
い
え
よ
う
o

茨
城
県
は
、
関
東

平
野
の
北
東
部
に
位
置
を
占
め
、
集
落
が
広
く
存
在
し
て
、
中
心
的
地
点
の
配
置
関
係
を
み
る
の
に
適
し
て
い
る
o

県
の
北
部
に
は
阿
武

隈
山
地
の
一
部
で
あ
る
八
溝
山
地
な
ど
が
展
開
し
て
い
る
が
、
急
峻
な
山
地
で
は
な
く
、
山
村
的
集
落
が
多
く
立
地
し
て
い
る
。
茨
城
県

は
わ
が
国
の
都
道
府
県
の
中
で
道
路
キ
ロ
数
が
最
も
長
い
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
集
落
の
分
布
が
広
く
、
商
圏
の
考
察
に
適
切
な

こ
と
を
意
味
す
る
。

方
法
に
つ
い
て
は
、

旧
市
町
村
の
範
囲
に
ほ
ぼ
一
つ
の
割
り
合
い
で
調
査
地
点
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
地
点
に
存
在
す

る
小
学
校
を
選
び
、
そ
の
小
学
校
の
校
長
先
生
に
依
頼
し
、
過
去
の
事
情
を
熟
知
し
て
い
る
先
生
に
、
小
学
校
の
存
在
す
る
集
落
の
動
向

に
答
え
て
も
ら
え
る
方
法
を
と
っ
た
①
O

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、

教
区
を
調
査
地
域
と
し
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
学
校
長
、
教
区
評
議
会

議
長
、
牧
師
を
選
定
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
例
が
あ
る
が
②
、

」
こ
で
は
、
そ
の
例
に
な
ら
い
、
集
落
の
人
び
と
の
行
動
に

つ
い
て
、
最
も
正
し
い
回
答
を
な
し
得
る
人
と
し
て
、
小
学
校
の
先
生
を
求
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
現
時
点
の
調
査
で
あ
る
が
、
筆
者

は
、
過
去
の
時
点
に
つ
い
て
も
聞
く
こ
と
と
し
た
。
前
に
も
報
告
し
た
よ
う
に
、
過
去
の
こ
と
を
聞
く
に
は
、
種
々
の
制
限
が
加
え
ら
れ

る
o

す
な
わ
ち
、
時
期
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
:
:
:
鉄
道
開
通
前
と
か
、
戦
争
直
後
と
か
の
よ
う
に
、
社
会
、
経
済
生
活
上
に
一
つ
の
エ
ポ

ツ
ク
を
作
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
、
過
去
に
お
い
て
も
か
な
り
の
需
要
が
あ
り
、
現
在
時
と
必
需
度
に
お
い
て
そ

ん
な
に
大
き
な
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
o

例
え
ば
物
資
購
入
に
お
い
て
、
過
去
に
お
い
て
も
、
選
好
的
傾
向
が
強
く
、
中
心
地
へ
求
め

に
で
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
筆
者
は
呉
服
反
物
お
よ
び
よ
そ
ゆ
き
着
を
指
標
と
し
た
。
こ
の
指
標
は
、

嫁
入
の
際
な
ど
の
必
要
が
強
く
、
柄
や
布
地
や
値
段
な
ど
で
、
選
好
度
も
高
く
、
多
く
の
人
が
過
去
に
買
い
求
め
た
経
験
が
あ
っ
て
、
回
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紙

回答要項

1. 小学校の存在する集落(字)を調査範閤とし，その集落全体に関する回答

を代表する方として，小学校の先生にお願L、したいと思います。

調査内容は下記のように 3つの時期におけるものですから，どなたか古く

から(昭和15年頃から)おられる先生に記入していただければ幸いです。

2. 小学校が現在の地に昭和15年頃からあればよろしいのですが，その後移転

したような場合は，現在の地に出来た時からで結構です。しかし以前のよう

すが分れば記入して下さL、。

3. 下記の質問事項について，それぞれ該当する回答を同封のハガキに記入し

て 8月22日までに御投函下さいますようお願い申し上げます。

4. 下記で買う所(ゆく所)は旧市町村名(東京や横浜の場合ば池袋，北千住?

横沢駅西日のような地名)でお答え下さい)しかし分らなければ東京・横浜

でも結構です)。

5. すべて買いにゆく場合，またはおもに買いにゆく場合は， (イ)のおもに

買う所へ記入して下さい。なお同じような割合には，おもに買う所へ地名を

並べて書いて下さい。

また一部買う所が 2か3ケ所ある場合には，一部買う所へ地名を並べて書

いて下さL、。

6. 集落全体のようすが分りにくい場合にも，まわりの方々のようすから判断

して書いて下さいますようお願いします。

iB.戦後，嗣給制がす， C.戦前，統制経|
| んで自由に購入でき( 済(配給制)に|

'A. 現 在|るようになった昭和 なろうとする以l
25年頃 ! 前の昭和15年間

両云五日両二蔀買肝市t，K.買阿=蔀買否両五E正両三蔀買i

l買う所 |う所 ! う所 | 所 ;買う所 lう所
i (ゆく)I (ゆく)I (ゆく)I (ゆくゆく)I (ゆく)

1. 戸服反物類
(よそゆ笠着) [ | 1 1 1 i 

2. ま堅持塁手
3. 休日に買いも
のや娯楽にゆく所

用査調第 1表

答
率
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
く

つ
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
ま
た
貴
金

属
な
ど
の
選
好
口
聞
は
、
過
去
に

お
い
て
需
要
度
が
低
く
、
回
答

率
が
低
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ

る
o

さ
ら
に
過
去
の
こ
と
を
聞

く
の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
が
筒

単
で
明
瞭
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
種
々
の
こ
と
を
細
か
く
聞

い
て
も
、
そ
れ
は
無
理
で
あ

る
。
以
上
の
三
点
を
考
慮
に
入

れ
、
時
期
と
し
て
は
昭
和
一
五

年
頃
l
戦
争
が
始
ま
ろ
う
と

し
、
物
資
が
配
給
制
に
な
る
以

前
、
二
五
年
頃
l
戦
争
が
終
了

し
、
配
給
制
も
終
了
し
て
、
自

由
が
よ
み
が
え
り
物
資
が
自
由
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に
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

お
よ
び
現
在
時
l
自
動
車
交
通
が
急
速
に
の
び
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
生
活
水
準
も
向
上
し
て
、

遠
い
範
囲
に
ま
で
自
由
に
選
好
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

の
三
時
点
と
し
た
。
戦
前
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
遠
く
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は

望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
な
る
と
回
答
率
が
少
な
く
、

ま
た
回
答
さ
れ
て
も
、
そ
の
傾
向
は
昭
和
一
五
年
の
戦
前
と
大
差

な
い
こ
と
が
経
験
さ
れ
て
い
る
の
で
、
過
去
の
復
原
と
し
て
は
戦
前
の
一
五
年
頃
か
ら
開
始
し
て
よ
い
。

過
去
お
よ
び
現
在
に
お
い
て
、
最
も
一
般
的
で
必
需
的
な
選
好
品
で
あ
る
呉
服
反
物
、

よ
そ
ゆ
き
着
を
指
標
と
し
、
そ
れ
ら
の
購
入
地

を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
過
去
や
現
状
の
商
圏
の
よ
う
す
を
知
ろ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
数
回
の
調
査
の
結
果
で
は
、

過
去
の
復
原
は
か
な
り
正
確
な
も
の
が
得
ら
れ
た
。
調
査
表
は
第
一
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

調
査
対
象
の
学
校
は
二
二
八
で
、
全
小
学
校
の
三
六
・
六
形
に
あ
た
る
o

調
査
に
対
し
て
回
答
の
あ
っ
た
学
校
は
二
一
八
で
、
回
答
率

は
九
五
・
六
元
で
あ
る
。
整
理
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
あ
る
一
都
市
の
み
に
依
存
す
る
時
は
一
、
主
に
依
存
す
る
都
市
で
は

0
・七、

部
だ
け
依
存
す
る
場
合
に
は

0
・一二、

ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
依
存
す
る
場
合
は
二
分
の
一
か
三
分
の
一
の
比
率
を
与
え
た
。
そ
し
て
五
O
%

以
上
の
指
向
率
の
場
合
を
太
い
実
線
で
、

四
九
%
以
下
の
場
合
を
細
い
実
線
で
描
い
て
商
圏
を
図
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
変
容
と
は
、
都

市
圏
の
範
囲
の
変
化
の
ほ
か
に
、
指
向
率
の
変
化
を
も
含
ん
で
お
り
、
こ
の
両
者
の
変
化
か
ら
都
市
圏
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。

ニ
、
各
時
期
に
お
け
る
商
圏

イ
)
昭
和
一
五
年
頃
の
商
圏

第
一
図
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
か
ら
、
茨
城
県
に
お
け
る
昭
和
一
五
年
頃
の
商
圏
の
復
原
を
試
み
た

図
で
あ
る
。
商
圏
の
中
心
地
、
す
な
わ
ち
中
心
地
的
機
能
を
も
っ
集
落
に
つ
い
て
、
昭
和
一
五
年
で
は
か
な
り
の
市
町
村
の
合
併
が
進
行

し
た
こ
と
と
、
こ
の
年
の
国
勢
調
査
で
は
産
業
別
人
口
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
二
点
か
ら
、
昭
和
五
年
の
統
計
を
み
る
こ
と
と
し
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た
。
昭
和
五
年
に
は
五
四
の
市
町
が
あ
る
が
、

一
O
年
前
の
大
正
九
年
と
比
較
し
て
み
て
も
僅
か
六
町
(
う
ち
二
町
は
現
日
立
市
)

の
増

い
て
一
つ
の
集
落
と
み
な
し
て
よ
い
町
に
つ
い
て
は
合
併
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
湊
・
平
磯
の
二
町
を
那
珂
湊
、

加
に
す
ぎ
ず
、
明
治
以
降
、
中
心
地
的
機
能
を
も
ち
続
け
て
き
た
集
落
と
み
な
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
o

こ
の
五
四
の
う
ち
、
隣
接
し
て

日
立
・
助
川
の
二
町

第 2表

都市[器取引卸売Jfr主義業者|卸売鳴品業者
水土 戸 8，147 6，609 21，662 

日 i立市 4，149 4，992 9，354 
2，739 2，424 12，332 

下館 2，514 2，024 4，704 

那珂湊河 2，481 1，884 2，502 

古大石 洗岡 ! 

2，440 2，490 5，103 
2，207 1，788 3，305 
2，260 1，704 1，705 

結太 城田
1，854 1，416 2，619 
1，691 1，205 2，506 

笠水海間道
1，475 1， 169 1，927 
1，432 1，353 2，617 

竜下久ケ妻慈崎
1， 149 1，069 2，534 
1，038 959 2， 153 
1，054 809 

高萩 1，030 1，072 1，981 

l富貫境王壁 918 680 1，258 
884 667 1，372 
798 886 1，544 
689 526 1，356 

磯ート 原 720 593 2，527 

岩大 子瀬津
652 569 1，898 
629 468 960 
627 620 

鉾田 603 704 1，561 

筑石 波下
543 471 1，054 
944 622 1，294 

波崎 502 513 943 

石塚 428 286 637 

平大小 潟宮J/I 
486 358 739 
496 437 1，197 
404 288 

谷江戸崎 492 348 728 
田部 413 310 837 

".¥- ，{t:"A '^s 噌~<、，ー，

岩

勝

鹿

注:国勢調査報告による。水戸には常磐村を加えた。その他につい

ては本文参照。

2，359 

981 

538 

220 



を
日
立
、
大
貫
・
磯
浜
の
二
町
を
大
洗
、
松
原
・
松
岡
の
二
町
を
高
萩
、
北
条
・
筑
波
を
筑
波
、
土
浦
・
真
鍋
の
二
町
を
土
浦
と
ま
と
め

る
と
四
八
市
町
と
な
る
o

こ
の
四
八
の
市
町
に
つ
い
て
、
第
一
図
の
商
圏
の
中
心
地
と
比
較
し
て
み
る
と
、

よ
く
一
致
し
て
お
り
、
当
時

の
市
、
町
が
商
業
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
も
っ
て
い
て
中
心
地
的
役
わ
り
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
村
で
あ
り
な
が

ら
中
心
地
的
役
割
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
集
落
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
瓜
連
、
山
方
、
牛
堀
(
当
時
は
香
澄
)

の
コ
一
村
で
あ

る
が
、
昭
和
五
年
の
市
町
村
別
商
業
人
口
を
み
る
と
、
町
は
松
岡
町
の
一
七
五
人
を
除
い
て
す
べ
て
二

O
O人
以
上
で
あ
り
、
村
で
二

O

O
人
以
上
の
村
は
、
前
記
の
三
村
の
ほ
か
は
土
浦
町
近
郊
の
阿
見
・
朝
日
の
二
村
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
統
計
か
ら
も
、
そ
の
妥
当
性
が
認

め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
町
の
四
八
に
こ
の
三
村
を
加
え
、

五
一
の
集
落
を
、
昭
和
一
五
年
頃
(
そ
れ
以
前
か
ら
と
考
え
て
も
よ
い

が
)
の
中
心
地
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
中
心
地
の
う
ち
、
白
市
町
で
の
依
存
度
が
五

O
%以
下
で
あ
る
か
、
ま
た
他
の
集
落
か
ら
の
依
存
度
が
五

O
M以
下
の
中
心
地

茨城県における商圏の変容

を
求
め
て
み
る
と
、
平
潟
・
大
津
・
豊
浦
(
現
在
の
十
王
町
)

小
川
・
高
浜
・
岩
間
・
関
城
・
玉
造
・
布

宍
戸
(
現
在
の
友
部
町
)

川
・
牛
堀
・
守
谷
・
波
崎
・
久
慈
・
河
原
子
(
現
在
の
目
立
市
多
賀
町
)
の
一
五
町
村
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
れ
ら
の
町
村
の
う
ち
商

業
人
口
四

O
O人
以
上
有
す
る
も
の
は
久
慈
・
大
津
・
平
潟
・
小
川
の
四
町
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
四

O
O人
以
上
の
商

業
人
口
の
も
つ
集
落
は
、
周
辺
の
地
域
と
か
な
り
連
係
度
の
高
い
結
び
つ
き
を
も
っ
中
心
地
と
考
え
ら
れ
る
o

第
二
表
は
、
こ
の
四

O
O

人
以
上
の
市
町
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
o

さ
て
五
一
の
中
心
地
に
つ
い
て
、
最
隣
接
分
析
@
口

2
5印
寸
日
目
的

5
0
5
8同
日
可
回
目
的
を
行
な
っ
て
、
分
布
の
様
態
を
調
べ
て
み
る
と
、
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一
・
四
一
で
、
規
則
正
し
い
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
平
野
に
お
い
て
集
落
立
地
の
第
一
義
的
な
要
因
は
、
他
都
市
と

の
距
離
関
係
に
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
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第
一
図
か
ら
商
圏
の
広
さ
を
み
る
と
水
戸
が
最
も
大
き
く
、
中
心
性
の
強
さ
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
様
態
は
土
浦
の
場
合

と
大
き
な
差
は
な
く
、

士
浦
と
と
も
に
商
業
人
口
一

0
0
0人
以
上
を
も
っ
下
館
・
古
河
・
石
岡
・
結
城
・
太
田
・
笠
間
・
水
海
道
の
各

商
圏
と
競
合
関
係
に
あ
る
o

な
お
土
浦
と
石
岡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
し
た
よ
う
に
@
、

ほ
ぼ
均
衡
的
な
競
合
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

も
認
め
ら
れ
う
る
o

な
お
県
の
南
東
部
に
お
い
て
は
千
葉
県
の
佐
原
・
小
見
川
の
勢
力
の
浸
透
の
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
南

東
部
は
開
発
の
遅
れ
た
地
域
で
、
中
心
地
と
し
て
確
然
た
る
集
落
は
存
在
せ
ず
、
鉾
田
の
勢
力
が
や
や
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
鹿
島
・

麻
生
・
牛
堀
・
潮
来
な
ど
小
集
落
の
競
合
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
発
表
し
た
通
り
で
あ
る
。

昭
和
一
五
年
頃
の
商
圏
に
お
い
て
は
、
他
の
中
心
地
へ
買
い
求
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
白
集
落
で
そ
の
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
の
多
い

の
が
め
だ
っ
て
い
る
o

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
応
、
自
給
的
集
落
と
凡
例
に
記
載
し
た
が
、
こ
の
集
落
の
性
格
に
は
二
通
り
の
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。

一
つ
は
購
買
量
が
少
な
く
、
行
商
な
ど
に
依
存
す
る
山
村
的
性
格
の
集
落
で
、
茨
城
県
で
は
北
部
に
存
在
し
て
い
る
o

他
の

方
は
、

日
常
必
需
品
を
取
り
扱
い
す
る
商
庖
が
、
選
好
的
買
廻
品
の
販
売
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
、

や
や
大
き
な
農
村
の
集
落
で
、
県
の
西
・

南
部
に
存
在
し
て
い
る
o

後
者
の
集
落
は
、
中
心
地
か
ら
、

や
や
離
れ
た
位
置
に
あ
り
、

ま
た
そ
れ
自
体
の
集
落
で
の
購
買
力
も
大
き
な

と
こ
ろ
で
あ
り
、
階
層
的
に
は
、

日
常
的
村
落
中
心
の
や
や
高
次
な
段
階
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
農
村
で
は
、
生
活
水
準
の
低
い

こ
と
、
ま
た
パ
ス
交
通
な
ど
の
発
達
の
遅
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
よ
う
に
選
好
の
自
由
さ
が
な
く
、
商
圏
の
活
動
は
不
活
発
で
あ

っ
た
こ
と
に
も
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
給
的
集
落
が
か
な
り
の
存
在
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

商
圏
が
県
内
に
お
い
て
完
結
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
佐
原
、
小
見
川
で
ふ
れ
た
こ
と
で
分
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
北
部
に
存
在

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
小
川

(
現
在
の
北
茨
城
市
)

の
福
島
県
塙
町
、

里
jll 

(
現
在
の
里
美
村
)

の
福
島
県
東
館
町
、

さ
ら
に
現
在
の

美
和
・
緒
川
村
西
部
の
栃
木
県
烏
山
町
、
緒
川
・
御
前
山
村
西
部
の
栃
木
県
茂
木
町
、
結
城
町
の
栃
木
県
小
山
町
へ
の
依
存
が
み
ら
れ



る
。
し
か
し
、
県
の
西
南
部
で
は
、
千
葉
県
の
野
田
町
へ
の
依
存
や
、
取
手
町
の
東
京
依
存
の
よ
う
な
弱
い
結
び
つ
き
を
み
せ
て
い
る
の

を
除
け
ば
、
他
県
へ
の
連
係
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
利
根
川
が
商
圏
の
境
界
と
し
て
長
い
間
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
o

有
末
武
夫
は
昭
和
一
六
年
に
お
け
る
常
陸
太
田
の
商
圏
を
調
査
し
た
⑦

O

」
の
調
査
は
、
鮮
魚
・
雑
貨
・
醤
油
・
金
物
・
塩
・
薬
・
呉

服
・
文
房
具
・
酒
類
・
洋
口
聞
の
一

O
種
に
つ
い
て
、
卸
売
商
圏
を
実
地
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
各
町
村
ご
と
に
七
種
以
上
の
商

品
を
卸
売
り
し
た
範
囲
を
濃
密
商
圏
、
三

l
六
種
を
中
商
圏
、

一
l
二
種
を
稀
薄
商
圏
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
濃
密
商
圏
の
範

囲
を
、
筆
者
の
復
原
し
た
昭
和
一
五
年
頃
の
太
田
の
範
囲
と
比
較
し
て
み
る
と
、
濃
密
商
圏
の
中
で
九

t
一
O
種
の
商
品
の
卸
売
先
の
範

囲
と
一
致
し
て
い
る
。

口
) 

昭
和
二
五
年
頃
の
商
圏

第
二
次
世
男
大
戦
後
、
敗
戦
の
傷
子
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
て
き
た
日
本
の
経
済
の
動
向
に
呼
応
し
、

茨城県における商圏の変容

商
圏
の
上
に
も
大
き
な
変
容
を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
自
動
車
交
通
の
発
達
に
よ
る
都
市
と
周
辺
地
域
と
の
結
び
つ
き
の

強
化
で
あ
り
、
他
は
農
地
改
革
と
食
糧
事
情
か
ら
く
る
農
村
地
域
の
所
得
の
増
大
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
互
い
に
絡
み
あ
い
な
が
ら
、

都
市
と
周
辺
地
域
と
の
連
係
を
高
め
て
い
っ
た
。
第
二
図
は
、
当
時
の
商
圏
の
復
原
図
で
あ
る
。
第
一
図
と
比
較
し
て
い
わ
ゆ
る
自
給
的

集
落
の
減
少
と
、
結
び
つ
き
の
強
化
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
西
南
部
の
一
部
で
は
東
京
と
の
結
び
つ
き
が
増
加
し
は
じ
め
た
よ
う
に
、
中

心
的
機
能
を
よ
り
多
く
有
し
て
い
る
上
位
都
市
の
勢
力
の
拡
大
が
め
だ
っ
て
く
る
。
水
戸
、
土
浦
、
下
館
な
ど
の
都
市
力
の
拡
大
を
、
第

二
表
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
る
と
、
商
業
人
口
に
お
い
て
上
位
都
市
と
下
位
都
市
と
の
比
率
の
差
の
増
加
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
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え
ば
土
浦
は
県
南
の
中
心
都
市
と
し
て
、
周
辺
地
域
へ
の
商
圏
の
拡
大
が
め
だ
ち
、
商
業
人
口
に
お
い
て
、
石
岡
市
と
の
比
率
は
一
・
八

八
か
ら
二
・
七
七
へ
、
北
条
を
中
心
地
と
す
る
筑
波
町
と
の
比
率
は
四
・
四

O
か
ら
八
・

O
三
へ
、
谷
田
部
と
の
比
率
は
一

0
・
0
五
か
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ら
一
六
・
一

O
へ
と
、

い
ず
れ
も
そ
の
差
を
大
き
く
し
、
商
業
力
の
拡
大
・
強
化
が
よ
み
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
位
都
市
に
お
け
る
商

業
力
の
拡
大
が
、
下
位
都
市
の
商
圏
を
侵
略
し
、
縮
小
さ
せ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

鹿
島
灘
沿
岸
地
区
に
み
ら
れ
る
千
葉
県
小

見
川
町
へ
の
依
存
か
ら
銚
子
・
佐
原
両
市
へ
の
依
存
へ
と
の
変
容
の
動
き
も
、

か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
宅

上
位
都
市
へ
の
指
向
の
変
化

の
一
例
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
昭
和
一
五
年
頃
の
戦
前
と
く
ら
べ
て
注
目
す
べ
き
変
容
を
生
じ
て
い
る
が
、

い
っ
ぽ
う
中
心
地
と
い
う
点
を
み
れ
ば
、

周
辺
地
域
と
の
連
係
度
に
変
化
は
み
と
め
ら
れ
で
も
、
そ
の
中
心
性
生
喪
失
し
よ
う
と
す
る
動
向
は
、
水
戸
市
の
周
辺
に
あ
る
瓜
連
・
宍

戸
(
友
部
)
・
岩
間
を
除
い
て
は
み
ら
れ
ず
、

そ
の
変
化
の
萌
し
が
よ
う
や
く

中
心
地
の
構
成
の
基
調
は
そ
ん
な
に
変
化
し
て
い
な
い
。

み
ら
れ
る
と
い
う
段
階
に
と
ど
ま
る
。

ハ
)
現
在
時
の
商
圏

商
圏
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
著
し
い
自
動
車
交
通
の
発
展
と
、
わ
が
国
の
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
な
う
生
活
水

茨城県における商圏の変容

準
の
向
上
・
消
費
生
活
の
発
展
と
い
う
近
年
に
お
い
て
出
現
す
る
o

第
三
図
は
茨
城
県
の
現
在
時
に
お
け
る
商
圏
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
白
集
落
で
買
廻
口
聞
の
購
入
を
ほ
と
ん
ど
す
ま
せ
る
と
い
う
自
給
的
農
村
集
落
は
存
在
せ
ず
、
都
市
へ
の
指
向

を
強
め
て
い
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
て
い
る
。
連
係
を
表
現
す
る
中
心
地
と
周
辺
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
線
の
増
加
は
、

と
り
も
な
お
さ

ず
商
圏
活
動
の
活
発
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

上
位
都
市
へ
の
結
び
つ
き
の
強
化
は
、
前
段
階
の
昭
和
二
五
年
頃
よ
り
一
層
、

は
っ
き
り
と
し
て
く
る
。
白
市
内
域
で
の
連
係
を
主
と
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す
る
日
立
市
を
除
き
、
水
戸
・
土
浦
の
二
つ
の
中
心
都
市
の
拡
大
が
顕
著
で
あ
る
o

水
戸
の
場
合
で
は
、
水
郡
線
沿
線
地
区
へ
の
連
係
度

の
強
化
増
大
が
最
も
大
き
く
、
北
端
の
大
子
町
地
区
を
除
く
大
部
の
地
区
を
自
己
の
商
圏
へ
と
変
容
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
次
い
で
は



220 

第 3図現在 (1967年)の商圏



西
方
、
水
戸
線
沿
線
地
区
へ
の
進
出
が
め
だ
ち
、
笠
間
市
域
か
ら
、

か
つ
て
は
下
館
と
結
び
つ
き
の
強
か
っ
た
岩
瀬
地
区
へ
と
拡
大
し
て

い
る
o

ま
た
、
南
部
で
は
石
岡
・
鉾
田
の
商
圏
を
侵
し
、
そ
れ
ら
の
商
圏
を
圧
迫
・
縮
小
さ
せ
て
い
る
。

水
戸
市
の
商
圏
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
三
年
七
月
に
行
な
わ
れ
た
部
落
別
中
学
校
学
区
別
、
消
費
者
買
い
物
指
向
地
調
査
の
結
果
が
発
表

さ
れ
て
い
る
③
O

こ
の
調
査
は
、
石
け
ん
・
ク
リ
ー
ム
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
ネ
ク
タ
イ
・
ク
ツ
・
自
転
車
・
家
具
の
七
商
品
の
購
買
先
を
指

標
と
し
た
も
の
で
、
化
粧
用
ク
リ
ー
ム
を
指
標
と
し
た
場
合
は
指
向
率
五
O
%
以
上
の
範
囲
が
南
北
二
三
キ
ロ
、
東
西
二
一
キ
ロ
、

ワ
イ

シ
ャ
ツ
の
場
合
が
二
O
×
三
五
キ
ロ
、
ネ
ク
タ
イ
の
場
合
が
三
O
×
四
五
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
長
径
は
北
北
西
か
ら
南
南
東

(
大
宮
町
と
鉾
田
町
を
結
ぶ
方
向
)
、
短
径
は
北
東
か
ら
南
西
日
立
市
と
友
部
を
結
ぶ
方
向
へ
伸
び
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

の

調
査
の
う
ち
ネ
ク
タ
イ
に
つ
い
て
の
場
合
が
、
筆
者
の
場
合
と
比
較
の
対
象
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
報
告
書
に
あ
る
資
料
を
検
討
し
て

み
る
と
、
ネ
ク
タ
イ
の
場
合
の
回
答
は
少
な
か
っ
た
も
よ
う
で
、
他
の
指
標
の
場
合
に
く
ら
べ
て
、
指
向
地
の
傾
向
が
著
し
く
偏
っ
て
い

茨城県における商圏の変容

た
り
、
指
向
率
が
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
正
確
に
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
、
が
困
難
で
あ
る
が
、
久
慈
郡
や
那
珂
郡
北
部
の

地
区
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
点
、
筆
者
の
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
山
地
地
区
は
、
居
住
者
の
少
な
い
こ
と
、
都
市
へ
の
買
物

に
ゆ
く
回
数
の
少
な
い
こ
と
な
ど
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
得
難
く
、

ま
た
指
向
地
へ
の
傾
向
も
安
定
的
で
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
水
戸
市
に
接
近
し
た
地
区
で
の
購
買
活
動
は
活
発
の
よ
う
で
、
興
味
あ
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
o

水
戸
と
日
立
・
太
田
と
の
競
合
地
域
は

久
慈
か
ら
大
宮
町
の
方
向
に
あ
り
、
久
慈
・
坂
本
で
は
水
戸
・
目
立
と
と
も
に
三
八
・
五
%
の
指
向
率
を
示
し
て
全
く
競
合
的
状
態
に
あ

り
、
世
矢
地
区
で
は
、
水
戸
二
二
・
目
立
三
一
二
・
太
田
三
七
%
と
三
都
市
の
競
合
と
な
り
、
幸
久
・
郡
戸
(
金
砂
郷
村
)

で
水
戸
・
太
田

と
も
に
四
四
お
よ
び
二
三
%
と
競
合
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
商
圏
の
境
界
が
下
位
都
市
に
著
し
く
接
近
し
て
い
る
こ
と
は
、
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商
圏
の
一
般
的
性
格
で
あ
る
o

ま
た
常
陸
太
田
市
の
北
方
に
お
い
て
、
金
砂
郷
村
北
端
の
金
砂
地
区
が
常
陸
太
田
よ
り
も
水
戸
の
方
が
指
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向
率
が
高
い
こ
と
は
、

『
潜
上
』
の
現
象
で
、
上
位
都
市
の
勢
力
が
下
位
都
市
の
商
圏
を
こ
え
た
遠
方
に
再
び
商
圏
を
構
成
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

県
で
は
昭
和
四
一
年
七
月
、

一
四
の
品
目
に
つ
い
て
市
町
村
ご
と
に
水
戸
市
で
の
買
物
率
を
試
み
、
そ
れ
を
先
の
三
三
年
の
場
合
と
比

較
し
て
み
た
結
果
に
よ
る
と
、
商
圏
の
範
囲
と
形
態
に
大
き
な
変
動
が
な
い
。
た
だ
鉾
田
・
笠
間
方
面
の
伸
び
が
み
ら
れ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
o

こ
の
結
果
を
筆
者
の
場
合
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
戦
後
に
お
い
て
昭
年
三
O
年
頃
を
境
と
し
て
、
変
化
が
大
き
い
が
、

そ
の
後
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、

た
だ
都
市
力
の
弱
い
方
面
へ
の
拡
大
が
め
だ
っ
と
い
う
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
陪
層
的
な

地
域
秩
序
の
構
成
に
お
い
て
、
上
位
都
市
の
優
位
性
は
昭
和
三
O
年
頃
を
境
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
以
後
は
そ
の
構
成
を
基
調

と
し
て
細
か
く
変
容
し
て
い
る
。

さ
て
水
郡
線
沿
線
で
は
瓜
連
・
大
宮
・
山
方
・
大
子
の
中
心
地
が
あ
っ
た
が
、
水
戸
市
に
最
も
離
れ
た
大
子
町
の
商
圏
は
現
在
も
確
立

し
て
い
て
、
水
戸
の
商
圏
と
対
立
し
て
い
る
o

し
か
し
大
子
町
自
身
で
は
上
位
都
市
水
戸
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
る
。
常
陸
太
田
の
商
圏

は
前
述
し
た
よ
う
に
、
水
戸
の
大
き
な
商
業
力
の
影
響
を
う
け
、
水
戸
に
面
し
た
方
向
で
は
商
圏
の
縮
小
が
著
し
く
、
主
な
商
圏
の
範
閤

を
北
方
に
求
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
水
戸
へ
の
進
出
が
著
し
い
。
そ
し
て
福
島
県
境
に
接
し
た
里
美
村
里
川
地
区
で
は
福
島
県
東
館
町

と
の
結
び
つ
き
が
ず
っ
と
不
変
で
あ
る
。

北
茨
城
・
高
萩
・
多
賀
地
域
の
商
圏
を
み
る
と
、
常
磐
線
沿
線
の
海
岸
地
区
で
は
低
次
の
中
心
地
か
ら
高
次
の
中
心
地
へ
と
変
容
し
、

自
集
落
磯
原
か
ら
高
萩
へ
、
さ
ら
に
日
立
・
平
・
水
戸
へ
と
指
向
地
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
高
萩
市
横
川
で
は
磯
原
が
主
、
高
萩
が
一

部
の
依
存
関
係
か
ら
、
高
萩
が
主
、
磯
原
が
従
へ
変
り
、

さ
ら
に
現
在
時
で
は
目
立
へ
の
依
存
が
新
し
く
加
わ
っ
て
い
る
o

ま
た
十
王
町

高
原
に
お
い
て
も
白
町
へ
の
依
存
度
は
三
五
%
↓
二
一
O
%
↓
一
五
%
と
少
な
く
な
り
、
高
萩
か
ら
目
立
へ
の
変
化
が
み
ら
れ
る
o

こ
の
よ



う
に
交
通
の
便
利
な
、
そ
し
て
収
入
も
比
較
的
高
く
、
近
時
の
通
勤
者
の
増
加
す
る
地
区
で
は
変
容
が
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て
海
岸
か

ら
約
一

0
キ
ロ
内
陸
へ
入
っ
た
農
山
地
域
で
は
、
過
去
三

0
年
間
の
変
化
は
至
っ
て
少
な
く
、
磯
原
・
高
萩
な
ど
距
離
的
に
近
い
中
心
地

へ
の
指
向
関
係
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
る
o

さ
ら
に
奥
へ
、
す
な
わ
ち
県
境
に
接
し
た
山
地
地
区
(
一
五
キ
ロ
以
上
)

で
は
、
行
商
に
依
存

す
る
こ
と
が
多
く
、

「
自
給
的
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
茨
城
市
の
北
西
端
の
小
川
地
区
で
は
、

一
部
を
福
島
県
塙
町
に
依
存
し
て
い
た

の
が
、
最
近
に
な
っ
て
自
動
車
交
通
の
発
達
に
よ
り
、
距
離
的
に
は
塙
よ
り
も
遠
い
白
市
の
磯
原
へ
依
存
を
変
え
て
い
る
。
こ
れ
は
政
治

的
に
一
体
で
あ
る
こ
と
が
、
自
市
へ
の
結
び
つ
き
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
北
茨
城
市
は
磯
原
が
中
心
地
で
あ
る
と
い
っ

て
も
、
そ
の
商
業
力
は
弱
く
、
北
東
部
の
大
津
・
平
潟
地
区
は
い
わ
き
市
(
平
地
区
)

へ
、
南
部
は
高
萩
・
目
立
へ
と
依
存
し
、
中
央
部

の
磯
原
依
存
と
あ
わ
せ
て
三
分
さ
れ
て
い
る
o

近
年
、

日
立
へ
の
通
勤
者
の
増
加
が
、
商
圏
に
お
い
て
も
影
響
を
う
け
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
る
。

茨城県における商圏の変容

日
立
は
、
白
市
内
で
の
購
買
力
に
依
存
す
る
傾
向
が
強
く
、
商
圏
の
範
囲
で
は
狭
小
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
周
辺
地
域
に
強

い
影
響
を
も
っ
中
心
地
と
は
認
め
難
い
。
し
か
し
、

工
業
都
市
の
性
格
か
ら
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
地
方
中
心
的
な
都
市

へ
と
変
容
す
る
に
つ
れ
て
、
商
業
力
の
影
響
も
拡
大
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

土
浦
は
県
南
部
の
中
心
地
と
い
う
優
位
性
の
も
と
に
、
商
圏
の
拡
大
・
強
化
が
著
し
く
、
現
在
時
で
は
水
戸
と
並
ぶ
範
囲
を
有
し
て
い

る
。
昭
和
四
二
年
に
お
け
る
年
間
商
業
販
売
額
は
約
四
一

O
億
円
で
、
目
立
を
僅
か
越
し
て
、
水
戸
に
次
い
で
い
る

(
小
売
販
売
額
で
は

日
立
が
多
い
が
、
卸
売
業
の
販
売
額
は
土
浦
が
多
い
)
。
土
浦
の
商
圏
は
か
つ
て
均
衡
的
関
係
に
あ
っ
た
石
岡
の
商
圏
を
圧
迫
・
縮
小
さ
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せ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
西
・
南
の
方
向
に
大
き
く
発
展
し
て
い
る
。
北
相
馬
地
区
で
は
、
現
在
時
に
お
い
て
、
衛
星
都
市
と
し
て
大

き
く
発
展
し
た
千
葉
県
柏
市
へ
の
依
存
関
係
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
中
心
都
市
と
し
て
高
次
の
段
階
に
立
つ
も
の
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は
、
常
磐
沿
線
で
は
、
東
京
・
柏
・
土
浦
・
水
戸
・
日
立
・
い
わ
き
(
平
)
と
並
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
距
離
を
考
え
る
と
、

三
キ
ロ
・
三
七
キ
ロ
・
五
二
キ
ロ
・
一
二
二
キ
ロ
・
六
三
キ
ロ
と
な
り
、
週
末
中
心
(
地
域
中
心
)

の
地
域
配
置
の
等
距
離
性
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

土
浦
を
と
り
ま
い
て
、
下
館
・
古
河
(
こ
の
両
都
市
は
隣
県
に
商
圏
が
伸
び
て
い
る
)

お
よ
び
下
妻
・
水
海
道
・
竜
ケ
崎
な
ど
の
商
圏

が
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
下
館
・
下
妻
を
除
い
て
は
東
京
と
の
結
び
つ
き
が
最
近
め
だ
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
東
京
二
三
区
へ
の
通
勤

通
学
率
が
約
五
%
(
昭
和
四

0
年
国
勢
調
査
結
果
)
以
上
の
地
域
で
あ
っ
て
、
伸
長
す
る
東
京
生
活
圏
の
外
縁
部
に
あ
た
っ
て
い
る
。

鹿
島
灘
沿
岸
地
域
に
は
、
比
較
的
大
き
な
都
市
は
な
く
、
鉾
田
の
ほ
か
鹿
島
・
麻
生
な
ど
小
さ
な
町
の
商
圏
が
み
ら
れ
る
が
、
鉾
田
の

商
圏
に
は
水
戸
お
よ
び
石
岡
、
鹿
島
・
麻
生
の
商
圏
に
は
佐
原
お
よ
び
土
浦
の
勢
力
が
伸
展
し
、

不
安
定
な
商
圏
を
構
成
し
て
い
る
。
ま

た
南
東
端
は
銚
子
に
属
し
て
い
て
、
強
大
な
商
圏
を
も
っ
都
市
が
県
内
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
み
て
、
鹿
島
港
を
中
心
と

す
る
地
域
開
発
の
進
展
に
伴
な
っ
て
、
大
き
な
中
心
地
の
形
成
を
み
る
こ
と
は
、
中
心
地
の
地
域
秩
序
の
上
に
も
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。

ニ
)
現
在
時
に
お
け
る
生
活
圏

休
日
に
買
い
物
や
娯
楽
な
ど
の
目
的
で
で
か
け
る
都
市
は
ど
こ
か
と
い
う
指
標
に
よ
っ
て
、
生
活
圏
を

み
た
の
が
第
四
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
上
位
都
市
の
優
位
性
が
第
三
図
の
場
合
よ
り
も
は
っ
き
り
し
て
お
り
、

一O
年
後
の
商
圏
の
様
相

左
あ
る
程
度
、
暗
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
生
活
圏
で
は
、
水
戸
と
土
浦
の
広
大
な
範
囲
が
顕
著
で
あ
り
、
南
西
の
東
京
と
対
立
す
る
o

東
京
の
勢
力
は
下
妻
・
境
・
水
海
道

-
竜
ケ
崎
な
ど
下
位
中
心
の
都
市
に
主
要
な
結
び
つ
き
を
、
そ
の
周
囲
の
地
域
に
は
弱
い
結
び
つ
き
を
み
せ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
北
東
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第 4図現在(1967年)の生活圏
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部
で
は
、
狭
小
な
平
野
を
も
っ
た
め
に
、
典
型
的
な
圏
構
造
を
形
成
せ
ず
、

目
立
・
高
萩
・
磯
原
・
平
が
ほ
ぼ
対
立
的
な
配
置
関
係
と
な

っ
て
い
る
。
水
戸
の
北
西
方
向
で
は
、
水
郡
線
に
沿
っ
て
水
戸
の
勢
力
が
拡
大
・
伸
長
し
、
太
田
・
大
子
の
中
心
性
も
弱
少
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
笠
間
・
岩
瀬
・
鉾
田
の
方
向
に
も
水
戸
の
勢
力
が
著
し
く
伸
長
し
、
県
都
と
し
て
の
上
位
の
中
心
性
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

土
浦
の
西
方
に
は
、
古
河
・
下
館
・
下
妻
・
水
海
道
の
下
位
中
心
都
市
が
競
合
関
係
に
あ
り
、
土
浦
・
水
戸
の
よ
う
な
広
範
囲
の
生
活

圏
を
構
成
し
て
い
な
い
。
こ
の
地
域
の
生
活
圏
構
造
は
ま
だ
確
立
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
o

い
っ
ぽ
う
土
浦
の
南
方
で
は
、
常
磐

線
の
影
響
を
う
け
、
東
京
と
の
結
び
つ
き
、
が
強
く
、

ま
た
千
葉
県
柏
市
へ
の
依
存
関
係
も
強
い
。
こ
の
た
め
取
手
や
竜
ケ
崎
の
中
心
性
は

弱
小
と
な
り
、
東
京
の
衛
星
都
市
化
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
土
浦
の
南
東
方
向
で
は
江
戸
崎
の
中
心
性
は
弱
く
、
こ
の
方
向
へ
の
土
浦

の
伸
展
は
著
し
く
、
佐
原
の
勢
力
と
対
立
一
す
る
o

鹿
島
灘
沿
岸
(
鹿
行
)
地
区
で
は
、
佐
原
・
銚
子
の
勢
力
が
め
だ
っ
て
は
い
る
が
、
中

心
都
市
の
形
成
は
な
く
、
位
置
的
に
鹿
島
の
中
心
性
が
地
域
開
発
の
影
響
を
う
け
て
将
来
の
形
成
を
暗
示
し
て
い
る
。

茨
城
県
は
ほ
ぼ
中
心
に
県
都
水
戸
を
立
地
さ
せ
て
い
る
が
、
鹿
島
灘
沿
岸
や
西
南
部
へ
の
交
通
体
系
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宇
都
宮

や
前
橋
・
高
崎
と
は
違
っ
て
、
県
域
の
中
心
地
と
し
て
の
形
成
力
は
極
め
て
弱
い
。
し
か
し
、
鹿
島
灘
沿
岸
で
は
大
規
模
な
工
業
開
発
が

す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
西
部
で
も
筑
波
学
園
都
市
や
高
速
道
路
の
計
画
に
伴
な
っ
て
、
交
通
体
系
の
整
備
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

三
、
商
圏
の
変
容

第
五
図
は
三
時
期
に
お
け
る
中
心
地
と
そ
の
商
圏
の
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
一
五
年
頃
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

ヵ、
ペコ

て
の
城
下
町
、
ま
た
明
治
期
に
お
け
る
郡
役
所
・
裁
判
所
・
警
察
署
な
ど
地
方
公
共
機
関
の
所
在
地
で
あ
っ
た
市
や
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺

地
域
を
そ
の
後
背
地
と
し
て
、
商
圏
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
商
圏
の
中
で
は
水
戸
・
石
岡
・
土
浦
・
常
陸
太
田
な
ど
の
範
囲
の
広
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い
の
が
め
だ
っ
が
、
多
く
の
町
の
範
囲
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
で
あ
っ
て
、

ほ
ぼ
均
衡
的

な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
町
は
、
前
述
の
ロ
2
5
mゲ
ロ
巳
m
r
r
o口吋

2
5
-
3
2
で
み

た
よ
う
に
、
規
則
正
し
い
配
置
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
商

圏
の
範
囲
内
に
は
白
集
落
の
依
存
度
の
高
い
と
こ
ろ
や
、
行
商
に
主
に
依
存
し
て
い

た
集
落
が
あ
り
、
商
圏
内
の
商
業
活
動
は
現
在
時
ほ
ど
活
発
で
は
な
か
っ
た
。

中心地と商圏の範囲

一
O
年
後
の
昭
和
二
五
年
頃
に
な
る
と
、
久
慈
・
瓜
連
・
宍
戸
(
友
部
)

-
岩
間

-
玉
造
の
中
心
地
が
消
失
(
ま
た
は
徴
弱
化
)

し
、
水
戸
の
勢
力
の
拡
大
が
顕
著
と

な
る
。
ま
た
日
立
や
土
浦
・
下
館
・
古
河
の
商
圏
の
拡
大
も
み
ら
れ
、

上
位
都
市
の

勢
力
の
強
化
が
推
測
で
き
る
。

商
業
就
業
者
数
を
都
市
の
勢
力
の
一
指
数
と
み
な

す
と
、
水
戸
六
六

O
九
、
土
浦
四
九
九
二
が
最
も
大
き
く
、

つ
い
で
二

O
O
O人
台

第 5図

に
あ
る
の
が
古
河
・
日
立
・
下
館
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
商
圏
を
伸
長
し
た
都
市
群

で
あ
る
。

さ
ら
に
一

O
年
後
に
な
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
上
位
都
市
の
勢
力
の
拡
大
が
顕

著
と
な
り
、
商
圏
の
変
容
が
大
き
く
様
相
を
変
え
る
に
至
る
。
そ
れ
は
交
通
機
関
の

発
達
と
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る
、
活
発
な
そ
し
て
自
由
な
指
向
地
の
選
好
現
象
に

基
因
す
る
。
そ
し
て
、
上
位
都
市
と
下
位
都
市
と
の
階
層
的
構
成
が
形
成
さ
れ
て
く

る
よ
う
に
な
る
。
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(
相
馬
)

こ
の
時
点
で
中
心
地
と
し
て
の
性
格
を
喪
失
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
大
宮
・
山
方
・
柿
岡
・
筑
波
・
真
壁
・
石
下
・
谷
田
部
・
藤
代

-
守
谷
・
取
子
・
麻
生
・
牛
堀
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
水
戸
・
土
浦
お
よ
び
東
京
・
柏
の
都
市
力
の
拡
大
に
伴

な
う
も
の
で
あ
り
、
常
磐
線
を
中
心
と
し
た
茨
城
県
の
中
核
地
域
に
商
圏
の
拡
大
が
著
し
い
。
鹿
島
灘
沿
岸
に
は
石
岡
・
水
戸
へ
の
指
向

縮
小
し
た
か
わ
り
に
、

性
の
拡
大
に
よ
り
鉾
田
の
商
圏
を
縮
小
さ
せ
て
い
る
が
、
水
戸
・
土
浦
の
二
大
都
市
の
商
圏
に
は
さ
ま
れ
た
石
岡
の
商
圏
は
南
北
方
向
に

ほ
ぼ
東
西
方
向
へ
勢
力
を
伸
長
し
、
偏
形
し
た
商
圏
を
構
成
し
て
い
る
o

い
ま
、
中
心
地
聞
の
依
存
関
係
か
ら
中
心
地
の
階
層
性
と
系
列
を
述
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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上
位
都
市
と
し
て
は
、

日
立
・
水
戸
・
土
浦
・
下
館
・
古
河
の
五
都
市
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
水
戸
と
土
浦
の
商
圏

範
囲
は
広
く
、
地
域
中
心
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
下
位
の
中
で
も
石
岡
は
上
位
の
五
大
都
市
に
次
ぐ
都
市
力
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、

上
位
五
大
都
市
の
う
ち
、
古
河
と
土
浦
は
東
京
の
系
列
下
に
、

目
立
は
水
戸
の
系
列
下
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
館
は
独
立
的
で
あ

る
が
、
宇
都
宮
か
水
戸
の
系
列
下
に
入
る
可
能
性
が
強
い
。

他
県
の
都
市
で
は
佐
原
・
銚
子
・
柏
、
そ
し
て
県
北
西
部
で
は
茂
木
・
烏
山
の
各
都
市
が
あ
っ
て
、
本
県
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
小
見
川
町
が
鹿
島
灘
沿
岸
地
域
の
依
存
関
係
を
弱
め
て
い
る
こ
と
は
、
は
し
け
に
よ
る
河
川
交
通
の
衰
退
と
、
小
見
川
の
商
業
力

の
停
滞
傾
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
結

ぴ
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商
圏
の
構
造
を
、
商
圏
の
範
囲
と
指
向
率
の
変
容
か
ら
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
自
動
車
交
通
な
ど
交
通
の
著
し
い
発
達
と
、
生
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活
水
準
向
上
に
伴
な
う
消
費
物
資
購
入
選
好
の
機
会
の
増
大
が
大
き
く
商
圏
を
変
容
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
、
戦
後
か
ら
現

在
時
の
間
の
時
期
で
あ
る
o

そ
の
変
容
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
中
心
性
の
階
層
性
と
系
列
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
内
容
は
商
圏
の
構
造
究
明
の
序
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
中
心
地
の
商
業
力
の
変
化
、
す
な
わ
ち
商
業
機
能
の
種
類
と
量
と
影
響

力
の
追
求
が
次
の
段
階
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
購
買
活
動
に
つ
い
て
の
経
済
的
な
裏
づ
け
も
必
要
で
あ
ろ
う
o

そ
れ
ら
は
今
後
の

研
究
に
ま
つ
こ
と
に
し
て
、
商
圏
構
造
の
糸
口
の
究
明
で
、
こ
の
小
論
を
終
り
た
い
。
最
後
に
あ
た
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
下
さ

っ
た
小
学
校
校
長
先
生
の
方
々
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
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